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講座名　「思春期うつ病の正しい理解と治療・支援の実際」

～その症状や問題となる行動への具体的取り組み～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	お勧め文
	子どもから大人へと成長していく思春期は環境的にも肉体的にも大きく変化する時期であり、「うつ」などの精神的変調が起こりやすいとされているが、成長過程にあるだけに可塑性も高く適切な援助が大きな力にもなる。しかし、思春期の精神的変調は、成長に伴う一時的な混乱と区別することが難しく、いわゆる問題行動や身体の不調などの形で現れやすいこともあって、背景に潜んでいるこころの悩みが見逃されることも多い。こうした思春期の問題に対して適切な援助を行うためには、学問的な裏付けと現場での経験の積み重ねが重要になることから、本講座では、多くの臨床経験を持つ精神科医を講師に招き、思春期の「うつ」をテーマに、いわゆる問題行動なども視野に入れて、現場で役に立つ実践的な講義を行うことにした。

　（大野　裕　慶應義塾大学教授　保健管理センター）

	開催日・定員・受講料
	水曜日／定員４５名／受講料８，０００円

	講師・内容

各回の開催日

タイトル

講師名・肩書主な著書の順
	第1回　2011年1月12日　思春期のうつ病
大野　裕：慶應義塾大学教授（保健管理センター）　
主な著書

「＜うつ＞を治す」　PHP新書            

「こころが晴れるノート‐うつと不安の認知療法自習帳‐」　創元社

「不安症を治す：対人不安・パフォーマンス恐怖にもう苦しまない」　幻冬舎新書

第２回　2011年1月19日　思春期うつ病の薬物療法：カウンセリング等との効果的な併用
山田　康　：秋葉原ガーデンクリニック院長
主な著書

「＜次世代を育む心＞の危機」　（共著）　慶應義塾大学出版会
「精神医学テキスト」（分担執筆）　南江堂
「チーム医療のための最新医学ハンドブック」（分担執筆）　弘文堂
第３回　2011年1月26日　思春期うつ病の具体的なケースマネジメントについて
細金　奈奈：渋谷もりやクリニック精神科医
主な著書

「精神疾患の薬物療法ガイド」（分担執筆）　星和書店　　2008 
「チーム医療のための最新精神医学ハンドブック」（分担執筆） 弘文堂　　2006　

「教師のためのアスペルガー症候群ガイドブック」（共訳）　中央法規出版　2005　
第４回　2011年2月2日　ストレスライフイベントと思春期のうつ
笠原麻里 ：国立成育医療センターこころの診療部育児心理科医長
主な著書
「自殺企図　その病理と予防・管理」　（分担執筆）　永井書店　　2003
「よくわかるうつ病のすべてー早期発見から治療まで」　（分担執筆）　永井書店　２００４

「不登校対応ガイドブック」（分担執筆）　中山書店　2007 


